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もう一
い ち

度
ど

挑
ちょう

戦
せ ん

するレイナ

イ
ラ
ス
ト
／
ビ
ビ
ア
ン
・
ミ
ネ
カ
ー

「主
しゅ

は努
ど

力
りょく

することを大
たい

切
せつ

にされる
からだ。努

ど

力
りょく

なしにはえられない
ものがあるんだよ。」
ラッセル・M・ネルソン大

だい

管
かん

長
ちょう

 
ジョイ・D・ジョーンズ「特

とく

別
べつ

に気
け

高
だか

い召
め

し」 
『リアホナ』2020 年

ねん

5 月
がつ

号
ごう

，16 の中
なか

で引
いん

用
よう

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

レイナは学
がっ

校
こう

のチラシに書
か

かれた言
こと

葉
ば

をもう一
いち

度
ど

読
よ

みました。作
さく

文
ぶん

コ
ンテスト：優

ゆう

勝
しょう

者
しゃ

にはニューヨークへの
旅
たび

をプレゼント！
その地

ち

域
いき

の多
おお

くの学
がっ

校
こう

に通
かよ

う生
せい

徒
と

を
対
たい

象
しょう

にしたコンテストでした。レイナ
は，ニューヨークにいる自

じ

分
ぶん

を想
そう

像
ぞう

しま
した。自

じ

分
ぶん

の周
まわ

りにはそびえ立
た

つ高
たか

い
ビルがあり，近

ちか

くには自
じ

由
ゆう

の女
め

神
がみ

像
ぞう

があ
るのです。行

い

きた
い と 思

おも

い ま
した！

ジェーン・マクブライド
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

た。
それから数

すう

週
しゅう

間
かん

がたちました。レイ
ナは優

ゆう

勝
しょう

者
しゃ

がだれなのか知
し

りたくて，楽
たの

しみにしていました。ニューヨークに行
い

くのは自
じ

分
ぶん

かもしれないのです！
「100 人

にん

以
い

上
じょう

の生
せい

徒
と

がエントリーして
くれました。」ライト先

せん

生
せい

は教
きょう

室
しつ

の前
まえ

で
言
い

いました。「作
さく

文
ぶん

を書
か

いてくれた皆
みな

さ
んに感

かん

謝
しゃ

します。」
レイナはワクワクしてむね
がどきどきしていました。

「うちの生
せい

徒
と

の中
なか

から優
ゆう

勝
しょう

者
しゃ

は出
で

ませんでした

が，レイナが全
ぜん

作
さく

品
ひん

の上
じょう

位
い

5 位
い

に入
はい

りま
した。おめでとう，レイナ」と，ライト先

せん

生
せい

は言
い

いました。
クラスメートが拍

はく

手
しゅ

をしている間
あいだ

，レ
イナはにっこりしました。でも，心

こころ

の中
なか

は
しかめ面

つら

です。トップファイブは優
ゆう

勝
しょう

で
はありません。ニューヨークを見

み

るゆめ
は消

き

え去
さ

りました。
家
いえ

に帰
かえ

ると，レイナは両
りょう

親
しん

のそばの台
だい

所
どころ

の椅
い

子
す

にすわりました。「優
ゆう

勝
しょう

できな
かったの」と，レイナは言

い

いました。「何
なに

か新
あたら

しいことに挑
ちょう

戦
せん

するのは，これで終
お

わり。わたしが得
とく

意
い

なのはこれしかない
んだもの。」レイナは両

りょう

手
て

で頭
あたま

をかかえ
こみました。
「優

ゆう

勝
しょう

できなくて残
ざん

念
ねん

だったね。お母
かあ

さんとお父
とう

さんは，君
きみ

の努
ど

力
りょく

をほこりに
思
おも

うよ」とお父
とう

さんが言
い

い，レイナのと
なりにすわりました。「お父

とう

さんが
2，3 年

ねん

前
まえ

に仕
し

事
ごと

がなかったとき
のことを覚

おぼ

えているかい？」
レイナはうなずきました。

「たくさんの仕
し

事
ごと

に申
もう

し込
こ

ん
だけど，どこにも採

さい

用
よう

されな
かったんだ。とてもがっかり

したよ。」
レ イナ は 顔

かお

を 上
あ

げ ました。
「ほんとう？」

お父
とう

さんはうなず

「エントリーする べきだよ」とシド
ニーは言

い

いました。「学
がく

年
ねん

で一
いち

番
ばん

文
ぶん

章
しょう

を
書
か

くのが上
じょう

手
ず

なんだから！」
シドニーにそういわれると，レイナは

良
よ

い気
き

持
も

ちになりました。作
さく

文
ぶん

を書
か

くこ
とについてあまりよく知

し

りませんでした
が，やってみたいと思

おも

いました。
放
ほう

課
か

後
ご

，レイナはつくえの前
まえ

にすわっ
ていました。トン，トン，トン。アイディ
アを考

かんが

えながら，紙
かみ

を鉛
えん

筆
ぴつ

でたたき
ました。ついに，レイナは書

か

き始
はじ

めました。
書
か

き終
お

わるまで 1 週
しゅう

間
かん

かかり
ました。お母

かあ

さんに手
て

伝
つだ

っても
らってようやくこれでいいと
思
おも

えるところまで
こ ぎ つ け た の
で，提

てい

出
しゅつ

しまし

「もう一
いち

度
ど

何
なに

か 
新
あたら

しいことに 
挑
ちょう

戦
せん

するのは， 
これで終

お

わり」と 
レイナは言

い

いました。

きました。「それでもお父
とう

さん
はあきらめなかった。だいぶ時

じ

間
かん

がたってから，完
かん

璧
ぺき

な仕
し

事
ごと

を
見
み

つけたんだ。でも，途
と

中
ちゅう

でや
めていたら，見

み

つけられなかっ
たよ。」

お母
かあ

さんはレイナの背
せ

中
なか

に慰
なぐさ

めるように手
て

を置
お

き，「わたしが
いろいろな雑

ざっ

誌
し

にどのくらい物
もの

語
がたり

を書
か

いて送
おく

ったか知
し

ってる？」お母
かあ

さ
んが聞

き

いてきました。「そして，どのく
らい不

ふ

採
さい

用
よう

になっているかも知
し

ってる？
自
じ

分
ぶん

の作
さく

品
ひん

を出
だ

してもらうのを見
み

たいか
ら，あきらめられないの。物

もの

語
がたり

を書
か

くこ
とはわたしにとって大

たい

切
せつ

なことだから，
続
つづ

けているの。
レイナはいつも，両

りょう

親
しん

は何
なん

でもうまく
できていると思

おも

っていました。両
りょう

親
しん

が不
ふ

採
さい

用
よう

になったことがあることも知
し

りませ
んでした。

まだ悲
かな

しい気
き

持
も

ちはありましたが，
二
に

度
ど

と新
あたら

しいことに挑
ちょう

戦
せん

しない のはお
ろかなように思

おも

えました。それは，天
てん

の
お父

とう

様
さま

がレイナに望
のぞ

んでおられることで
はありません。レイナはあきらめないこ
とにしました。すぐにはうまくいかなく
ても，もっといろいろなことに挑

ちょう

戦
せん

して
みればいいのです。
「来

らい

年
ねん

もコンテストに出
で

ようかな」と
レイナは言

い

いました。コンテストで負
ま

け
ても，ゆめを終

お

わらせる必
ひつ

要
よう

はありませ
ん。

レイナはつくえの所
ところ

に行
い

き，鉛
えん

筆
ぴつ

を手
て

に取
と

りました。文
ぶん

章
しょう

を書
か

くのはとても楽
たの

しいのです。トン，トン，トン。では，次
つぎ

は何
なに

を書
か

こうかな。●


